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令和 7 年１月 15 日 
 

広島大学平和センター主催 広島平和記念資料館共催 

(国立大学経営改革促進事業) 

被爆 80 年・ノーベル平和賞受賞記念 

 

令和 6 年度市民公開講座  

「ヒバクシャ、国境を越えて記憶を継なぐ」 

を開催します 
 
情報提供  

広島大学平和センターは、広島平和記念資料館と、市民公開講座「ヒバクシャ、国

境を越えて記憶を継なぐ」を開催します。 

今年の被爆 80 年と昨年の日本原水爆被害者団体協議会のノーベル平和賞受賞を

記念し、越境して被爆の実相とその記憶を伝え広めるヒバクシャから、オスロでの授

賞式と翌日のフォーラムの模様を伺うほか、海外ヒロシマ・ナガサキ原爆・平和展や

非核特使の証言について報告します。国際交流に詳しい専門家を迎えたパネルディス

カッションでは、被爆 81 年以降、被爆の記憶をどう継（つ）ないでいくのか、国際

レベルの課題として、参加者と共に議論します。 

日 時：令和７年 1 月２５日（土） 12:30～15:00（開場 12:00） 

会 場：広島平和記念資料館東館地下１階メモリアルホール 

定 員：３００人 

プログラム： 

【開会挨拶】川野徳幸（広島大学平和センター長） 

【基調講演】朝長万左男 

（長崎県被爆者手帳友の会会長、日本赤十字社長崎原爆病院名誉院長） 

【特別報告】小倉桂子（平和のためのヒロシマ通訳者グループ代表） 

【海外ヒロシマ・ナガサキ原爆・平和展の報告】 

石田芳文（広島平和記念資料館館長） 

  ＜非核特使挨拶＞ 八幡照子・笠岡貞江（被爆体験証言者） 

【パネルディスカッション】 

＜討論者＞原田浩 

（元広島市国際平和担当理事（兼）広島平和記念資料館第９代館長） 

  ＜モデレーター＞ファンデルドゥース瑠璃（広島大学平和センター准教授） 

使用言語：日本語（手話通訳・日英会議通訳あり）   

参加費：無料 

参加方法：以下の QR コードまたは URL からお申込下さい。 

（締切：令和 7 年 1 月 24 日（金）12 時） 

 
https://forms.office.com/r/HmMXHSgknU 

 

 

【お問い合わせ先】 

広島大学平和センター 

Tel: 082-542-6975（平日9:30～16:30） 

Fax: 082-245-0585 

E-mail: heiwa@hiroshima-u.ac.jp 

 発信枚数：Ａ４版 3 枚（本票含む） 

広島大学広報室 

〒739-8511 東広島市鏡山 1-3-2 

TEL：082-424-6762 FAX：082-424-6040 

E-mail: koho@office.hiroshima-u.ac.jp 






